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熊野古道周辺には
自然がいっぱい！
　わたしたちが住

す

む熊野古道の周
まわ

りは、山
やま

や川
かわ

、海
うみ

が広
ひろ

がる自然に
恵
めぐ

まれたところです。
　一

いち

年
ねん

中
じゅう

、比
ひ

較
かく

的
てき

暖
あたた

かく、尾
お

鷲
わせ

市
し

ではなんと年間 4,000㍉（他
ほか

の多
おお

くの町
まち

では1,000㍉ほど）もの雨
あめ

が降
ふ

ります。そのため水
みず

がとてもき
れいで、緑

みどり

がいっぱいで、空
くう

気
き

がさわやかです。
　山に降った雨は川に集

あつ

まり、田
た

畑
はた

をうるおし、海へと流
なが

れます。川
かわ

底
ぞこ

がきれいに見
み

える水の中
なか

には、カワゲラやカゲロウなどの水
すい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

もたくさん住んでいます。川
かわ

辺
べ

にはコケやシダのほか、スミレやタンポ
ポなどきれいな花

はな

を咲
さ

かせる草
くさ

花
ばな

がたくさん顔
かお

をのぞかせ、チョウやト
ンボが舞

ま

い、小
こ

鳥
とり

たちが飛
と

び交
か

います。
　このように、いろんな生

い

き物
もの

がたくさん住める熊野古道周辺は自然
豊
ゆた

かなところです。

く 　 ま

し ぜ 　 ん

ど 　 う へ 　 んし ゅ うの こ

アマサギ

ツワブキにとまる
アサギマダラ

たくさんの自然の中に
いろんな生き物がいるんだね。
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　最
さい

近
きん

、わたしたちの住んでいる住
じゅう

宅
たく

の近
ちか

くで、たびたびサルやシカを見かけます。
これは自然がいっぱいとは少

すこ

し違
ちが

った見
み

方
かた

をするほうがいいかもしれません。
　秋

あき

になると、夏
なつ

の間
あいだ

、日
に

本
ほん

で過
す

ごしたアマサギなどの渡
わた

り鳥
どり

が東
ひがし

紀
き

州
しゅう

地
ち

域
いき

の
上
じょう

空
くう

を飛んで南
みなみ

の温
あたた

かい国
くに

に渡って行くそうですが、その途
と

中
ちゅう

、天
てん

候
こう

が悪
わる

くなる
と環

かん

境
きょう

のいい場所に降
お

り立
た

って２日ほど羽
はね

を休
やす

めます。やはり、そのような場所も
鳥たちにとっては自然に恵まれた場所のひとつになっています。
　渡りでは、アサギマダラというきれいな蝶

ちょう

の渡りもこの地域のあちこちで見られ
ます。フジバカマのピンクの花やツワブキの黄

き

色
いろ

の花が咲く秋のころです。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

ツワブキにとまる
アサギマダラ

ツヅラト峠からの眺め

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

　熊野古道を歩
ある

いていると、土
つち

や石
いし

が掘
ほ

り返
かえ

さ
れているところや草や木

き

の枝
えだ

が食
く

いちぎられて
いる場

ば

所
しょ

が目
め

に付
つ

きます。土が掘り返されてい
るのは、イノシシが餌

えさ

を求
もと

めて歩いた跡
あと

です。
草や木が食いちぎられているのは、シカのしわ
ざです。熊野古道はわたしたち人

にん

間
げん

だけでなく、
いろんな動

どう

物
ぶつ

の行
い

き交う道
みち

でもあるのです。

シカの背
せ
が届
とど
く範
はん
囲
い

がきれいに食
た
べつく

されているんだ。
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熊野の自然には
神さまがいる？
　熊

くま

野
の

古
こ

道
どう

を歩
ある

くと、山
やま

の頂
ちょう

上
じょう

にある大
おお

きな石
いし

や根
ね

本
もと

の周
しゅうい

囲を大
お と な

人５人
にん

が手
て

を伸
の

ばしてやっとつなげられる大きな木
き

、しぶきを上
あ

げて流
なが

れ落
お

ちる滝
たき

など、自然の不
ふ

思
し

議
ぎ

な風
ふう

景
けい

がいっぱいあります。そして、それらには神さまが宿
やど

っているにちがい
ないと、昔

むかし

から大
たい

切
せつ

にされてきました。尾
お

鷲
わせ

神
じん

社
じゃ

にある大きなクスノキ「夫
め お と

婦クス」、
大きな岩

いわ

の「花
はな

の窟
いわや

」や「獅
し

子
し

岩
いわ

」、豪
ごう

快
かい

な滝しぶきの「那
な

智
ち

の滝」など、こ
れらはわたしたちの力

ちから

や科
か

学
がく

の力で作
つく

れる物
もの

ではありません。
　そのような場

ば

所
しょ

は古
ふる

くから神さまたちが住
す

む神
しん

聖
せい

な場所とされ、たくさんの人
ひと

が
お参

まい

りに来
く

るようになりました。そし
てその人たちが行

い

き来
き

して出
で

来
き

た道
みち

が熊野古道です。

く 　 ま

か 　 み

ぜ 　 んの し

花の窟

獅子岩

自然のままの姿
すがた
だよ。

近
ちか
くに行くとすごい
迫
はく
力
りょく
だね。
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那智の滝

　熊
くま

野
の

三
さん

山
ざん

（熊
くま

野
の

那
な

智
ち

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

速
はや

玉
たま

大
たい

社
しゃ

・熊
くま

野
の

本
ほん

宮
ぐう

大
たい

社
しゃ

）のひとつ和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

那
な

智
ち

勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

にある熊野那智大
社には、近

ちか

くに青
せい

岸
がん

渡
と

寺
じ

と那智の滝があります。那智の
滝は日

に

本
ほん

一
いち

の滝で、133㍍の高さから落ちる滝のしぶき
が豪快です。
　この他

ほか

、わたしたちが住む東
ひがし

紀
き

州
しゅう

の各
かく

地
ち

でも山や海岸
近くをじっくり探

さが

せばきっと大きな石や岩、大
たい

木
ぼく

が見つか
るはずです。そこには神さまが宿るとして昔から大切に守
られ、大

だい

事
じ

にされてきた祠
ほこら

や神社があると思
おも

います。わ
たしたちの先

せん

祖
ぞ

は、自然そのものに神さまが宿ると信
しん

じて
いたのでしょう。

　熊
くま

野
の

市
し

にある「花の窟」の神さまは日
に

本
ほん

で最
もっと

も古い神さ
まと言

い

われており、高
たか

さ約
やく

45㍍の大きな岩がご神
しん

体
たい

です。
　「鬼

おに

ヶ
が

城
じょう

」と「獅子岩」は国
くに

の名
めい

勝
しょう

及
およ

び天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

で、いずれも熊野市の海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いにあります。獅子岩などは、
獅子が大きな口

くち

を開
あ

けてにらんでいるように見
み

えます。地
じ

元
もと

の氏
うじ

神
がみ

・大
おお

馬
ま

神社を守
まも

る狛
こま

犬
いぬ

の役
やく

目
め

をしているとも言
われています。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

花の窟の
お綱

つ な

かけ神
し ん

事
じ

コラムコラム

　花を祭
まつ

ることから
「花の窟」と呼

よ

ば
れるこの神社では、毎

まい

年
とし

10
月
がつ

2 日に菊
きく

の花を、2 月 2
日にヤブツバキの花を、縄

なわ

で
編
あ

んだ旗
はた

の先
さき

につるすお祭り
が行

おこな

われます。
　長

なが

さが約 180㍍の太
ふと

い綱
を岩の頂上から七

しち

里
り

御
み

浜
はま

に向
む

かって引
ひ

っ張
ぱ

る珍
めずら

しいお祭り
で、お祭りの日

ひ

にこのお綱に
さわると「たいへん良

よ

いこと
がある」と言われ、多くの人
が綱を引くことから「お綱か
け神

しん

事
じ

（三
み

重
え

県
けん

の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

）」と名
な

づけられてい
ます。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

みんなで綱を
引っ張って
楽
たの
しそうね。

お綱かけ神事

すごく高いところから
水
みず
が流れ落

お
ちているん

だね。
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石畳は何のために
作られたの？

　東
ひがしきしゅういったい

紀州一帯は日
に

本
ほん

でも雨
あめ

の多
おお

い地
ち

域
いき

です。
　谷

たに

沿
ぞ

いや山
やま

の傾
けい

斜
しゃ

に続
つづ

く熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

は大
おお

雨
あめ

が降
ふ

ると
たちまち川

かわ

のようになり、道
みち

として使
つか

えなくなります。
そのために石

いし

を使い、雨が降っても崩
くず

れることのな
い安

あん

心
しん

して歩
ある

ける道づくりに工
く

夫
ふう

を重
かさ

ね、知
ち

恵
え

と努
ど

力
りょく

によって出
で

来
き

上
あ

がったのが石畳です。
　これらの石畳は、道行

ゆ

く人
ひと

たちの安
あん

全
ぜん

と歩きやす
い工夫がされている他

ほか

、土
ど

砂
しゃ

崩れや水
すい

害
がい

防
ぼう

止
し

に役
やく

立
だ

ちました。石を敷
し

き詰
つ

めて作
つく

る石畳には、階
かい

段
だん

と
は違

ちが

い歩く人の歩
ほ

幅
はば

に優
やさ

しい心
こころ

配
くば

りがされています。

い 　 し な 　 ん

つ 　 く

だ た み

石畳はアスファルト
がなかった江

え
戸
ど
時
じ
代
だい

の舗
ほ
装
そう
技
ぎじゅつ
術といえる

かもね。
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松
まつ

本
もと

峠
とうげ

道
みち

八
や

鬼
き

山
やま

道
みち

　階段は高
たか

さがほぼ一
いっ

定
てい

で、人によっては歩幅が合
あ

わずとても疲
つか

れます。し
かし、石畳は大

だい

小
しょう

さまざまな石を敷き詰めているので、女
じょ

性
せい

や子
こ

どもでも自
じ

分
ぶん

の歩幅で歩くことが出来て、疲れを和
やわ

らげてくれます。
　この石畳の石は、ほとんど近

ちか

くの自
し

然
ぜん

石
せき

を利
り

用
よう

していて、その石の組
く

み方
かた

は江戸時代のお城
しろ

の石
いし

垣
がき

を作る方
ほう

法
ほう

と似
に

ており、大
小の石が互

たが

いにがっちり押
お

し合ってびくともしません。
また、ところどころに石畳を横

よこ

切
ぎ

るみぞ「洗
あら

いごし」
があり、わき水

みず

や雨
あま

水
みず

を山
やま

側
がわ

から谷
たに

側
がわ

に逃
のが

し、道行く
人達

たち

が安全に歩けるような工夫もされています。
　このように400 年

ねん

もの間
あいだ

、水に流
なが

されず、今
いま

もそ
の強

つよ

さと美
うつく

しさを保
たも

っている石畳からも当
とう

時
じ

の技
ぎじゅつ

術の
素
す

晴
ば

らしさが伝
つた

わってきます。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

「熊野古道と石段・石畳」より引用

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

いろいろな種類の石畳
ツヅラト峠

とうげ

道
みち

石畳にはいろんな
模
も
様
よう
があるよ。

どんな石畳があるの
か実

じっ
際
さい
に歩いて見

み
て

みよう！

しゅ　 るい
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どんな植物が
あるのかな？
　一

いち

年
ねん

を通
とお

して雨
あめ

が多
おお

く温
おん

暖
だん

な熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

沿
ぞ

いでは、尾
お

鷲
わせ

ヒノキやスギなど、たくさ
んの植物が見

み

られます。また、海
かい

岸
がん

に近
ちか

いところでは、魚
さかな

の繁
はんしょく

殖と保
ほ

護
ご

を目
もく

的
てき

に、
木
き

を切
き

ることを禁
きん

止
し

している魚
うお

付
つき

林
りん

という森
しん

林
りん

も見ることができます。

し ょ く ぶ 　 つ

ヒノキ
日
に

本
ほん

特
とく

産
さん

の常
じょう

緑
りょく

高
こう

木
ぼく

（一年中
じゅう

、緑
みどり

の葉
は

をつけ大
おお

きく
なる木）、火

ひ

がつきやすいので火の木と言われていま
す。伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

などで火起
お

こしの神
しん

事
じ

には、このヒノキ
が使
つか

われます。また、ヒノキは古
ふる

くから家
いえ

を建
た

てたり
彫
ちょう

刻
こく

などの材
ざい

料
りょう

に使われたりしています。

スギ
日本特産の常緑高木で日本の中

なか

では一
いち

番
ばん

多く利
り

用
よう

されている木です。神
じん

社
じゃ

など
でその巨

きょ

木
ぼく

が見られます。

クスノキ
常緑高木で、木全

ぜん

体
たい

にショウノウとい
う成
せい

分
ぶん

が含
ふく

まれ、枝
えだ

を折
お

ると良
よ

い香
かお

りがします。神社などでその巨木が見
られます。

イズセンリョウ
春
はる

には黄
おう

白
はく

色
しょく

の小
ちい

さな花
はな

をつけ、秋
あき

には小さな白
しろ

い実
み

を鈴
すず

なりにつけて熊
野古道を行

い

く人
ひと

たちの足
あし

元
もと

を楽
たの

しく演
えん

出
しゅつ

してくれます。

海岸沿いには一年中青
あお

々
あお

とした葉っぱをつけてい
るクスノキやシイなど、
照
しょうようじゅりんたい

葉樹林帯も広
ひろ

がってい
るよ。
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熊野古道にはどんな自然があるのかな？

ウラジロ
熊野古道の道

みち

沿いでよく見かけ
られるシダのひとつ。お正

しょう

月
がつ

の
注
し

連
め

飾
かざ

りにつけるシダで、葉の
裏
うら

が白く見えることからこの名
な

前
まえ

がついています。この葉で頭
あたま

飾りを作
つく

ったり、グライダーのよ
うに飛

と

ばしたりして遊
あそ

ぶこともで
きます。

ハナミョウガ
5月ころ穂

ほ

のような淡い赤
あか

色
いろ

の花をつける常
緑の多

た

年
ねん

草
そう

。葉がミョウガの葉に似
に

ているこ
とからこの名前がついています。尾鷲地

ち

方
ほう

では香りがいいので、押
お

し寿
ず

司
し

の下
した

敷
じき

に使
います。

ササユリ
笹
ささ

のような細
ほそ

い葉がついていることからこの
名前で呼ばれています。やさしい香りと淡

あわ

い
ピンクの花はとてもかわいらしく、多くの人
に親しまれています。

リュウビンタイ
東
ひがし

紀
き

州
しゅう

では大
おお

型
がた

のシダで、葉の長
なが

さが2㍍
にもなります。葉は濃

こ

い緑で光
こう

沢
たく

があります。
熊野古道の道沿いでもたまに見られます。

ヒノキゴケ
木の下

した

などに群
ぐん

生
せい

する美
うつく

しいコケで、茎
くき

の一
番上
うえ

が動
どう

物
ぶつ

の尻
しっ

尾
ぽ

のように少
すこ

し曲
ま

がっていま
す。そのためイタチのシッポとも呼

よ

ばれ親
した

しま
れています。京

きょうと

都の苔
こけ

寺
でら

にも植
う

えられています。

海岸沿いには一年中青
あお

々
あお

とした葉っぱをつけてい
るクスノキやシイなど、
照
しょうようじゅりんたい

葉樹林帯も広
ひろ

がってい
るよ。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

森
もり
の中は太

たい
陽
よう
の光
ひかり
が届

とど
きにく

く、湿
しつ
度
ど
も高
たか
いので、シダや

コケの仲
なか
間
ま
がたくさん見られ

るのよ。
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どんな動物が
いるのかな？
　主

おも

な動物ではクマやイノシシ、シカ、サル。危
き

険
けん

な動物にはヘビの仲
なか

間
ま

マム
シ。小

ちい

さな動物ではノウサギやタヌキ、日
に

本
ほん

だけにしかいないかわいいヤマネな
ども住

す

んでいます。
　昔

むかし

から熊野古道周
しゅうへん

辺のお百
ひゃくしょう

姓さんはシカやイノシシから農
のう

作
さく

物
もつ

を守
まも

るためし
し垣

がき

を作
つく

りました。今
いま

も農
のう

家
か

の人
ひと

たちはシカやサル、イノシシなどが田
た

畑
はた

を荒
あ

ら
すため困

こま

っています。いろんな動物が住めるのはとても良
よ

いことなのですが、こ
れからはいつまでもわたしたちと一

いっ

緒
しょ

に、楽
たの

しく暮
く

らせる環
かん

境
きょう

づくりを考
かんが

えること
も必

ひつ

要
よう

です。

ど 　 う ぶ 　 つ

ニホンザル
尾
お

が短
みじか

く顔
かお

と尻
しり

だこが赤
あか

いのが特
とくちょう

徴で、普
ふ

通
つう

、リーダーのボスザルを中
ちゅうしん

心に群
む

れで
行
こう

動
どう

します。食
た

べ物
もの

を探
さが

しながら移
い

動
どう

し、
日
ひ

が暮
く

れると泊
と

まり場
ば

の木
き

の上
うえ

などに散
ち

ら
ばって眠

ねむ

ります。

イノシシ
雑
ざっ

食
しょく

性
せい

で農作物を含
ふく

むタケノコや
ヤマノイモなどいろんな植

しょくぶつ

物の他
ほか

、
カエル、サワガニ、ミミズなどの小

しょう

動物も食べます。

熊
くま
野
の
古
こ
道
どう
沿
ぞ
いには

動物がいっぱい
いるよ。

9



熊野古道にはどんな自然があるのかな？

イタチ
県
けん

内
ない

全
ぜん

域
いき

で見
み

られる動物のひとつ。ネズミ、
鳥
とり

、カエル、魚
さかな

、昆虫などの動物やカキ、
アケビ、イチゴなど植物の実

み

を食べます。

マムシ
毒
どく

蛇
へび

ですが、ハタネズミなどの駆
く

除
じょ

には貢
こう

献
けん

しています。大
おお

きさは50㌢前
ぜん

後
ご

、攻
こう

撃
げき

的
てき

な
ヘビではありませんが、踏

ふ

んづけたりするとか
まれることもあります。子

こ

どものマムシにも毒
どく

牙
が

は発
はっ

達
たつ

しているので、むやみに捕
つか

まえない
ようにしてください。

イモリ
日本特

とく

産
さん

種
しゅ

で池
いけ

や沼
ぬま

、水
すい

田
でん

、山
さん

地
ち

の谷
たに

など
に住んでおり、お腹

なか

が赤い他は全
ぜん

体
たい

が黒
くろ

くグ
ロテスクにも見

み

えます。冬
とう

眠
みん

する以
い

外
がい

は1年
ねん

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

、水
すい

中
ちゅう

で生
せい

活
かつ

し、水中のあらゆる
小動物を食べています。

熊野古道にはどんな自然があるのかな？

ニホンジカ
イネ科

か

の植物やカシ類
るい

やヤブツバキなどの
葉
は

、スギやヒノキの皮
かわ

などもはいで食べます。
紅
こう

葉
よう

がきれいな10月
がつ

ごろがニホンジカの恋
こい

の季
き

節
せつ

で、「ヒュイ～オ～　ヒュイ～オ～」と
いう鳴

な

き声
ごえ

を聞
き

くことができます。

タヌキ
奥
おく

山
やま

よりも人
ひと

里
ざと

に近
ちか

い山の草
くら

むらに住み、昼
ひる

間
ま

は地
ち

上
じょう

で眠り、夜
よる

に活
かつ

動
どう

します。昆
こん

虫
ちゅう

やサ
ワガニ、カタツムリ、ミカンやカキなども食べ
人
じん

家
か

に近づき残
ざん

飯
ぱん

などもあさります。
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熊
野
古
道
に
は
ど
ん
な

自
然
が
あ
る
の
か
な
？

熊
野
古
道
に
は
ど
ん
な

自
然
が
あ
る
の
か
な
？

く
ま

　
　 

の

　
　 

　こ 

　  

ど
うし

　
　ぜ
ん

し

　
　ぜ
ん

な
る
ほ
ど
！
東
紀
州
　シ
リ
ー
ズ
❶

な
る
ほ
ど
！
東
紀
州
　シ
リ
ー
ズ
❷

ひ
が
し  

き  

し
ゅ
う

ひ
が
し  

き  

し
ゅ
う

　わたしたちの町
まち

にある世
せ

界
かい

の宝
たから

もの「熊
くま

野
の

古
こ

道
どう

」。昔
むかし

の人
ひと

々
びと

や地
ち

域
いき

の人々が大
たい

切
せつ

に守
まも

ってきたわたしたちの
宝ものです。この「熊野古道」をいつまでも大切に伝

つた

えていくために、次
つぎ

のことは必
かなら

ず守りましょう。

□ 道
みち

であった人には笑
え

顔
がお

であいさつをしましょう。

□ ゴミは必ず持
も

ち帰
か え

りましょう。

□ 植
しょく

物
ぶ つ

・動
ど う

物
ぶ つ

などの採
さ い

集
しゅう

はやめましょう。

□ 道からはずれないようにしましょう。

□ 火
ひ

遊
あ そ

びは絶
ぜ っ

対
た い

しないようにしましょう。

みんなの力
ちから

で
世界遺

い

産
さ ん

「熊野古道」を
守っていこうね！
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